
共 立 橋（きょうりつばし）

■共立橋の歴史

＊昭和６年１１月１４日

常呂川の築堤工事用に架けられていた常呂川８号橋が吹雪のため

落ち、通学に利用していた児童は渡船に変更（「共立百年史」）

＊昭和１５年

川西、川東を結ぶ下川沿渡船廃止、木造吊橋完成（共立橋）

国力鉱山（鉄山）からワイヤーを、官林から用材の払い下げを受け、

川東住民が中心となり、川西の役員も手伝い、木造の吊橋（共立橋）

が完成（「共立百年史」）

＊昭和２５年４月１０日

共立架橋（共立橋）完成式：共立会館（「常呂町「当直日誌」）

木造吊橋が老朽化のため、コンクリート製吊橋(共立橋)に架け替え

部落共同の事業で基礎工事のコンクリート練り出役

(「共立百年史」)

＊昭和４３年９月

共立橋架け替え工事着工（「共立百年史」）

＊昭和４４年１０月１５日

共立橋完成・渡橋式、架替工事竣工式（「広報ところ」）

＊平成４年５月３０日

老朽化のため、共立橋の大規模補修工事開始（「広報ところ」）

道営畑地帯総合土地改良事業として着工（「共立百年史」）

＊平成５年２月１７日

午前１１時渡橋式の運びとなった。当日は風が強く、小雪の舞う

中ではあったが、多数の人々が渡橋式に参加、麻畠喜久太郎・喜代

夫妻、室田信次・秀子夫妻の渡り初め、この後共立会館において

関係機関・共立区民による祝賀会が開かれた。

（「共立百年史」）

＊昭和２５年のコンクリート製吊橋の共立橋



＊昭和４４年１０月１５日の共立橋完成・渡橋式

＊次ページは「広報ところ」掲載の共立橋渡橋式の記事
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43年度

各
会
計
決
算
を
認
定

議
会
議
員
の
定
数
減
少
条
例
を
改
正

　
第
三
回
臨
時
町
議
会
は

十
月
二
十
九
日
午
前
十
時

か
ら
議
場
に
二
十
名
の
議

員
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま

し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

昭
和
田
十
四
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、

昭
和
四
十
三
年
度
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
な
ど

六
件
の
議
件
に
つ
い
て
議

会
の
議
決
を
も
と
め
ま
し

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し

て
午
後
三
時
三
十
三
分
に
閉
会
し
ま
し

た
。

報
　
　
審
議
可
決
さ
れ
た
議
件
の
内
容
は
次

　
　
　
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
◆
一
般
会
計
穫
止
予
算
で
は
、
一
千
六

広
　

百
七
十
二
万
一
千
円
が
補
正
に
な
っ
て

第129号

一
般
会
計
の
総
額
は
、
当
初
予
算
（
三

億
五
千
四
百
万
円
）
よ
り
五
千
一
万
円

増
え
て
、
円
窓
四
百
一
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
補
正
さ
れ
た
主
な
才
人
と
才
出

は
次
り
と
お
り
で
す
。

　
【
才
入
】
　
自
勤
車
限
得
税
交
付
金

四
百
五
十
万
円
、
地
方
交
付
税
二
百
三

十
八
万
九
千
円
、
国
庫
補
助
金
二
万
六

千
円
、
附
言
売
払
収
入
二
十
万
円
、
繰

越
金
八
百
九
十
四
万
六
千
円
、
雑
人
六

十
六
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
【
才
出
】
　
総
務
管
理
費
二
百
三
十

三
万
八
千
円
（
融
資
住
宅
繰
上
償
還
金

な
ど
）
、
清
掃
費
八
万
円
、
水
産
業
費

百
四
十
万
五
千
円
（
常
呂
昌
港
拡
張
庖

設
整
偏
事
業
鵠
肋
金
な
ど
）
、
道
路
橋

梁
費
八
百
六
万
五
千
円
（
ブ
ル
ト
ー
ザ

ー
購
入
費
や
示
指
架
換
工
事
設
計
委

託
斜
な
ど
）
、
住
宅
費
六
十
六
万
円
、

教
育
総
務
費
十
五
万
五
千
円
、
小
学
校

費
三
百
九
十
九
万
九
千
円
（
常
呂
小
学

校
及
び
川
沿
小
学
校
校
舎
電
気
配
線
工

事
請
負
費
な
ど
）
、
山
岸
校
費
一
万
九

千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
昭
和
四
十
三
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
で
は
、
祇
符
号
交
錯
か

ら
監
査
意
見
が
の
べ
ら
れ
た
の
ち
審
議

に
入
り
、
歳

入
総
額
で
は

五
節
五
千
八

百
万
九
千
円

　
（
一
般
会
計

四
信
二
百
八

士
八
百
二
千

円
、
特
別
会

計
一
倍
五
千

五
百
十
四
万

六
千
円
）
、

歳
出
総
額
は

五
節
三
千
二

百
四
十
七
万

七
千
円
（
一

般
会
計
二
節

八
千
四
百
九

十
七
万
四
千

円
、
特
別
会

計
一
倍
四
千

七
百
五
十
万
円
千
円
）
で
、
差
引
き
で

は
二
千
五
百
五
十
三
万
一
千
円
（
一
般

会
計
一
千
七
百
八
十
八
万
九
千
円
、
特

別
会
計
六
十
四
万
二
千
円
）
の
決
算
剰

余
金
と
な
る
決
算
を
原
泉
ど
お
り
河
流

し
ま
し
た
。

　
決
算
の
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

次
号
（
十
二
月
）
に
特
集
と
し
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◆
常
呂
町
立
か
き
隔
青
年
の
家
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
ず
る
条
例
の
制
定
、

青
年
の
家
の
管
秤
そ
の
仙
石
要
な
事

項
に
つ
い
て
は
、
い
ま
ま
で
町
長
が
定

風　　景議　　４．
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め
て
い
た
も
の
が
諮
問
委
員
会
に
改
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

◆
常
呂
町
議
会
議
員
の
定
数
減
少
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
、
議
員
数
は
地
方
自
治
法
上
に
お

い
て
本
町
は
二
十
二
名
と
な
つ
て
い
ま

す
が
、
近
年
社
会
状
勢
の
豊
化
に
伴
い

町
人
□
も
減
少
の
順
向
に
あ
り
、
か
つ

近
隣
町
村
に
お
い
て
も
議
員
数
の
減
員

を
行
な
わ
れ
て
い
る
現
況
に
鑑
み
、
二

名
の
減
員
を
行
な
い
経
費
の
節
減
等
を

計
り
住
民
福
祉
に
貢
献
す
る
た
め
二
十

名
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

‾準永久橋に変るニ　｜

共立橋３代夫婦渡りぞめｰ

　
共
立
橋
架
替
工
事
竣
功
式
が
、
さ
る

牛
月
十
五
目
関
係
者
八
十
余
名
が
出
席

し
て
、
現
地
に
設
け
ら
れ
た
祭
壇
前
で

三
角
神
官
に
よ
り
格
技
、
祝
胴
奏
上
の

あ
と
上
杉
町
長
ら
が
玉
串
を
さ
さ
け
安

全
を
祈
つ
た
あ
と
、
五
色
の
テ
ー
プ
に

共Ｚ立石橿

　　　　ユ　ヽ１ｒＪＪ５

　　　　りご･.-.ﾆlぷでasとS:ﾂﾞ

完走成　した
Ｊさ詣俯

ハ
サ
ミ
を
入
れ
て
渡
橋
式
が
始
ま
り
、

神
官
を
先
頭
に
豊
川
酒
場
�
光
之
肋
さ

ん
（
七
十
五
才
）
マ
サ
ヨ
さ
ん
（
七
十

三
才
）
夫
ｙ
息
子
○
一
男
さ
ん
（
五

十
三
才
）
モ
モ
ヨ
さ
ん
（
五
十
三
才
）

大
姉
、
孫
の
敏
幸
さ
ん
（
二
十
四
才
）

　
揚
子
さ
ん
（

　
二
十
二
才
）

　
夫
仰
の
三
代

　
夫
婦
が
渡
り

　
ぞ
め
、
つ
づ

　
い
て
来
縦
や

　
地
元
関
係
者

　
が
渡
り
、
盛

　
会
の
う
ち
に

　
庖
厨
式
は
終

　
り
ま
し
た
。

　
　
従
来
の
共

　
立
厨
は
昭
和

　
二
十
五
年
に

　
つ
く
ら
れ
た

　
木
造
の
つ
り

　
厨
で
、
二
十

　
年
元
い
歳
月

　
を
経
た
今
日

　
で
は
老
何
度

一

白
甚
だ
し
く
加
え
て
、
川
東
地
区
の
子

供
達
の
通
学
危
険
度
を
考
慮
す
る
と
共

に
、
地
区
住
民
の
強
い
要
望
か
お
り
、

新
し
く
架
替
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
二
の
新
っ
り
橋
は
、
昭
和
四
十
三
年

九
月
か
り
ニ
ケ
年
計
画
で
、
工
毒
突
一

予
言
六
十
二
万
円
を
投
じ
て
、
札
幌

市
僧
筒
造
船
と
網
走
市
丸
田
組
に
よ
っ

て
工
事
が
辿
め
ら
れ
て
い
た
白
の
で
、

延
長
四
十
八
メ
ー
ト
ル
、
巾
昌
三
メ
ー

ト
ル
の
っ
り
橋
で
す
が
、
鋼
索
や
鋼
管

く
い
な
ど
を
用
い
た
近
代
同
技
術
を
駆

使
し
た
旱
水
八
橋
で
す
。

　
橋
の
鉄
塔
に
は
美
し
い
三
百
ワ
ッ
ト

の
水
銀
灯
四
灯
が
瑕
付
け
ら
れ
、
夜
間

通
行
の
使
白
図
っ
だ
ド
立
派
な
っ
り
橋

で
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
、
産
業
の

振
興
及
び
慾
目
の
振
具
に
大
き
く
飛
躍

す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
’風　　景ぞ‥　め渡　　り



＊平成５年２月１７日直後の共立橋



＊現在の共立橋

＊共立側から見て

＊川東側から見て



＊橋から下流を見て

＊橋から上流を見て
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